
県
内
で
御
前
崎
市
に
続
き
２

番
目
。

こ
れ
ま
で
は
母
子
保
健
法

や
学
校
保
健
法
に
基
づ
く
１

し
、
社
会
性
が
発
達
す
る
の

は
４
～
５
歳
頃
で
あ
る
こ
と

か
ら
、よ
り
よ
い
子
育
て
マ
援

を
目
指
し
独
自
に
実
施
す
る
。

福
祉
、
家
庭
が
連
携
し
、
集

団
生
活
を
円
滑
に
進
め
て
い

く
た
め
、適
切
な
支
援
に
「つ

な
げ
る
」
こ
と
が
目
的
。
ま

し
て
い
る
。

対
象
は
伊
豆
市
に
住
む
年

中
児
。
１０
～
１２
月
に
市
内
保

育
園
、
幼
稚
園
、
こ
ど
も
園

ま
た
は
保
健
セ
ン
タ
ー
で
▽

医
師
診
察
▽
保
護
者
ア
ン
ケ

ー
ト
、
園
ア
ン
ケ
ー
ト
▽
園

の
担
任
の
進
行
に
よ
る
設
定

保
育
場
面

（集
団
）
観
察
▽

個
別
相
談
、
講
話
―
を
実
施

す
る
。
小
児
科
医
師
、
臨
床

発
達
心
理
士
、
教
師
、
保
育

士
、
保
健
師
が
担
当
す
る
。

健
診
の
結
果
、
支
援
が
必

要
な
親
子
に
は
関
係
者
で
具

体
的
な
支
援
方
法
を
検
討

し
、
集
団
生
活
を
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
て
い
く
た
め
の
支
援

に
あ
た
る
。


